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設
部
土
木
管
理
課

▼
東
部
土
木
事
務
所
登
米
地
域
事

務
所（
道
路
管
理
班
）
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県
内
の
各
警
察
署
で
は
、平
成

13
年
か
ら
警
察
署
協
議
会
を
設
置

し
て
い
ま
す
。平
成
29
年
10
月
１

日
に
は
、県
公
安
委
員
会
か
ら
佐

　

市
共
通
商
品
券「
と
め
っ
こ
マ

ネ
ー
」が
、平
成
30
年
１
月
か
ら

「
お
楽
し
み
と
め
っ
こ
マ
ネ
ー
」と

し
て
デ
ザ
イ
ン
を
変
更
し
ま
す
。

旧
商
品
券
の
販
売
は
、完
売
次
第

終
了
し
ま
す
が
、使
用
期
限
ま
で

　　

農
業
者
年
金
は
、農
業
者
が
よ

り
豊
か
な
老
後
生
活
を
過
ご
せ
る

よ
う
に
、国
民
年
金
に
上
乗
せ
す

る
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

（
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除
く
）

で
、年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

す
る
60
歳
未
満
の
人
で
あ
れ
ば
、

農
業
経
営
者
、家
族
従
事
者
な
ど

誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

※
農
業
者
年
金
加
入
希
望
者
は
、

保
険
料
と
合
わ
せ
て
、国
民
年
金

の
付
加
保
険
料（
月
額
４
０
０
円
）

を
納
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◉▼
自
身
の
生
活
設
計
に
合
わ
せ

て
、保
険
料
を
自
由（
月
額
２
万
〜

６
万
７
千
円
）に
決
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。ま
た
、農
業
経
営
の
状

況
な
ど
に
応
じ
て
、見
直
す
こ
と

が
で
き
ま
す
▼
支
払
っ
た
保
険
料

は
、全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
に
な
り
ま
す
▼
認
定
農
業
者

な
ど
農
業
の
担
い
手
に
は
、保
険

料
の
国
庫
補
助（
政
策
支
援
）が
あ

り
ま
す

農
業
委
員
会
事
務

局（
農
政
総
務
係
）
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市
は
、家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

生
ご
み
の
減
量
化
、有
効
利
用
を

推
進
す
る
た
め
、生
ご
み
処
理
機

の
購
入
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

購
入
金
額
の
２
分
の
１

（
限
度
額
＝
３
万
円
）

生
ご
み
処
理
機
を
購

入
す
る
前
に
、各
総
合
支
所
市
民

課
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、見
積
書
と
設
置

予
定
場
所
の
写
真
を
添
え
て
、お

申
し
込
み
く
だ
さ
い

市
民
生
活
部
環
境

課（
廃
棄
物
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
０
６
４

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。
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国
民
年
金
は
、老
後
の
た
め
だ

け
で
は
な
く
、病
気
や
け
が
で
障

が
い
が
残
っ
た
と
き
、家
族
の
働

き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
も
、

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
。

　

20
歳
か
ら
加
入
し
、保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。い
ざ

と
い
う
と
き
の
た
め
に
も
、加
入

手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

◉
　

学
生
は
、本
人
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

対
象
は
、学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
大
学（
大
学
院
）、短
期
大
学
、

高
等
学
校
、高
等
専
門
学
校
、専
修

学
校
、各
種
学
校（
修
業
年
限
１
年

以
上
で
あ
る
課
程
）、一
部
の
海
外

大
学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る
人

で
す
。

◉
　

学
生
で
な
い
50
歳
未
満（
平
成

28
年
６
月
以
前
の
期
間
は
、30
歳

未
満
）の
人
で
、本
人
と
配
偶
者
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制

度
で
す
。
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※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、基
礎

年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
を
ご
用

意
く
だ
さ
い
。】

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）
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▼
古
川
年
金
事
務
所
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２
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利
用
で
き
ま
す
。旧
商
品
券
の
お

楽
し
み
抽
選
会
は
、平
成
30
年
８

月
で
す
の
で
、半
券
は
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
商
品
券
販
売
分
か
ら
は
、応

募
式
の
抽
選
会
に
な
り
ま
す
。詳

し
く
は
、登
米
市
振
興
協
同
組
合

で
配
布
す
る
チ
ラ
シ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▼
登
米
市
振
興
協
同
組
合
事
務
局

（
登
米
中
央
商
工
会
内
）
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▼
み
や
ぎ
北
上
商
工
会
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▼
登
米
み
な
み
商
工
会
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市
は
、降
っ
た
雪
の
量
が
10
㌢

以
上
の
場
合
、町
域
ご
と
に
除
雪

作
業
を
し
ま
す
。

　

作
業
は
、幹
線
道
路
を
優
先
し

ま
す
。町
域
全
体
が
完
了
す
る
ま

で
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
の

で
、ご
理
解
く
だ
さ
い
。な
お
、除

雪
作
業
に
よ
る
自
宅
付
近
の
雪
だ

ま
り
は
、住
民
の
皆
さ
ん
で
処
理

し
て
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。降
雪
や
路
面
凍
結

に
よ
り
、走
行
な
ど
に
支
障
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、左
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
各
総
合
支
所
市
民
課
ま
た
は
建

沼
・
登
米
警
察
署
協
議
会
委
員
に

13
人
が
委
嘱
。地
域
の
意
見
・
要
望

な
ど
を
警
察
業
務
の
運
営
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、活
動
し
て
い
ま
す
。

◉▼
及
川
更の

ぶ

さ
ん（
迫
町
）▼
星
た
か

子こ

さ
ん（
迫
町
）▼
阿
部
晶し

ょ
う

太た

さ

ん（
中
田
町
）▼
畠
山
千ち

春は
る

さ
ん

（
中
田
町
）▼
山
崎
準じ

ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん

（
米
山
町
）▼
千
葉
惇あ

つ

夫お

さ
ん（
石

越
町
）▼
星
錦き

ん

也や

さ
ん（
南
方
町
）

▼
浅
野
捷せ

い

子こ

さ
ん（
南
方
町
）

◉▼
佐
藤
貞て

い

一い
ち

さ
ん（
登
米
町
）▼
主

藤
彩あ

や

子こ

さ
ん（
登
米
町
）▼
大
崎

秀し
ゅ
う

子こ

さ
ん（
東
和
町
）▼
三
浦
栄よ

し

英ひ
で

さ
ん（
豊
里
町
）▼
阿
部
一い

ち

郎ろ
う

さ

ん（
津
山
町
）

▼
佐
沼
警
察
署
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▼
登
米
警
察
署
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